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特別活動で育てたい力 

                               特別活動主任 泉 裕樹  

  

今年度、十小では「たてわり遠足」、「十小

夏祭り」、「運動会」、「展覧会」など、多くの

行事が行われてきました。 

 これらの行事に関わる活動や、学級での学級

会などの話し合い活動は、特別活動という学習

領域となっています。 

 この特別活動は、他の学習と比べて、周りの

友達とより密接に関わりながら活動することが

多くなります。そのため、考え方の違いによる

意見の衝突や、予期せぬトラブルに遭遇するこ

とも多くなります。さらに、学年が上がると自

分たちの学級・学年だけではなく、他学年や学

校全体のことを考えて行動することが求められ

ます。集団や社会の一員として、立場の違う周

りの人とどのように関わっていくかということ

を考えて実践していってほしいと思っています。 

 

 これまでのたてわり活動では、リーダーとし

てたてわり遊びの計画を立てるのは６年生だけ

の仕事でしたが、昨年度から、５年生もリーダ

ーとして遊びの計画を立てる機会を複数回作っ

ています。 

グループの名前や集合場所に用意するグルー

プ表示なども、６年生が一生懸命作ってくれま

した。力の入った素敵なグループ表示ができて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たてわり遠足では、上の学年が下の学年の子

のことを考えて、どうすれば楽しく過ごせるか

を考え、計画することができていました。下の

学年の子供たちは、「自分たちのためにやって

もらったこと」を心の糧にして、自分たちが高

学年になったときに「こんなことをやってあげ

よう」という理想像ができていきます。今後は、

この遠足で培った関係性を日常の学校生活にも

広げていくことが重要です。廊下ですれ違った

ときの挨拶や、掃除の時間など、学年を超えた

関わりの中で、互いに認め合い、助け合う姿が

自然と見られるようになることを期待していま

す。 

運動会や展覧会では、時間をかけて練習や制

作に取り組んできた成果を披露することができ

ました。学校行事での体験は、友達と力を合わ

せて取り組むことで、充実感や達成感を感じる

ことができます。本番だけではなく、行事まで

の過程の事前学習や練習、さらに終わった後の

事後学習も含めて、それらの行事の意味を引き

出せるよう準備をし、子供たちに活かしていく

ことができるようにしたいと思います。２学期

の大きな行事は終わってしまいましたが、御家

庭でも、行事を通して成長した点などについて

話し合っていただけると、子供たちの自信や次

への目標にもつながっていくと思います。 

 

 

【教育目標】 

－くすの木のように優しくたくましく－ 

・やる気いっぱい（自分で考える子） 

・笑顔いっぱい（自分も友達も大切にする子） 

・力いっぱい（丈夫でたくましい子） 
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